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2.14 業務グループ設定作業
2.14.1 対象マシン／作業予定時間

	対象マシン
	作業予定時間

	業務クライアント
	60分


2.14.2 準備物
	№
	対象マシン
	確認

	1
	導入関連情報（H28システム導入-003-0513）で配布した資材一式
（FDコントロールシステム装置のウイルスチェック用PCとして使用するクライアントの場合のみ）
	□


2.14.3 前提条件
	№
	前提条件
	確認

	1
	“ドメイン名(NetBIOS)\KG-UserAdmin”でログオンすること
	□


2.14.4 外部データ授受環境設定
2.14.4.1 レセプト電算処理システムのCDコントロールシステム装置使用時の設定

※ 以下の作業は、『レセプト電算処理システム接続』のCDコントロールシステム装置を使用し、入力データ登録処理を実施するクライアントの場合のみ行います。

（1） Cドライブ直下に「CDMAC」フォルダを作成します。
（2） (1)で作成した「C:\CDMAC」フォルダ配下に「CDMAC01」フォルダを作成します。

※ 複数のCDオートローダを使用する場合は、フォルダ名の連番部分を変更し、CDオートローダの台数分のフォルダを作成します。

例：CDオートローダを3台使用する場合

「CDMAC01」、「CDMAC02」、「CDMAC03」を作成
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（3） 「C:\CDMAC」フォルダを選択し、右クリックメニューの「プロパティ」を選択します。

（4） 「CDMACのプロパティ」画面が表示されます。「共有」タブを選択し、「共有」をクリックします。
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（5） 「ファイルの共有」画面が表示されます。プルダウンより「Everyone」を選択し、「共有」をクリックします。
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（6） 「ユーザー　アカウント制御」画面が表示された場合は「はい」をクリックします。
（7） 「ファイルの共有」画面の「終了」をクリックします。
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（8） 「CDMACのプロパティ」画面の「セキュリティ」タブを選択し、「編集」をクリックします。
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（9） 「CDMACのアクセス許可」画面の「追加」をクリックします。
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（10） 「場所」をクリックします。
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（11） 「場所」画面でツリーより自コンピュータ名を選択し、「OK」をクリックします。
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（12） 「選択するオブジェクト名を入力してください」に「Users」と入力し、「名前の確認」をクリックします。
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（13） 名前の確認が出来たことを確認し、「OK」をクリックします。
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（14） 「CDMACのアクセス許可」画面の「グループ名またはユーザ名」より「Users」を選択し、「フルコントロール」の「許可」をチェックします。
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（15） 「CDMACのアクセス許可」画面の「OK」をクリックします。

（16） 「CDMACのプロパティ」画面の「閉じる」をクリックします。

2.14.4.2 FDコントロールシステム装置使用時の設定
※ 以下の作業は、FDコントロールシステム装置のウイルスチェック用PCとして使用するクライアントの場合のみ行います。

（1） 「スタート」→「コンピュータ」→「ローカルディスク(C:)」配下に「FDtransfer」フォルダを作成します。
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（2） 「FDtransfer」フォルダ配下に「スクリプト」フォルダを作成します。
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（3） 「スクリプト」フォルダ配下に「1.2.準備物」で用意したフォルダを格納します。
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（4） 資材一式の「01.FDデータ転送（ウイルスチェックPC）」フォルダ内「FDデータ転送.bat」ファイルを右クリックし、「ショートカットの作成」をクリックし、batファイルのショートカットを作成します。
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（5） 作成したショートカットをデスクトップにコピーします。
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（6） 項番(4)～(5)の手順の「FDデータ転送.bat」ファイルを「CD／FDシステムウイルス対策事前.bat」ファイルに読み替えて実施します。
（7） 項番(4)～(5)の手順の「FDデータ転送.bat」ファイルを「CD／FDシステムウイルス対策事後.bat」ファイルに読み替えて実施します。

（8） デスクトップに以下のショートカットが作成されていることを確認します。
	№
	確認内容
	確認

	1
	FDデータ転送.bat – ショートカット
	□

	2
	CD／FDシステムウイルス対策事前.bat – ショートカット
	□

	3
	CD／FDシステムウイルス対策事後.bat – ショートカット
	□


（9） 「スタート」→「コントロールパネル」を選択します。
（10） 「コントロールパネル」ウィンドウが表示されましたら、「アカウントの種類の変更」をクリックします。表示方法が「大きいアイコン」、「小さいアイコン」になっていた場合、「カテゴリ」に変更してください。
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（11） 「ユーザー アカウント」ウィンドウが表示されますので、「詳細設定」タブの「詳細設定」ボタンをクリックします。
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（12） 「lusrmgr – [ローカルユーザーとグループ（ローカル）]」ウィンドウが表示されますので、「ユーザー」を右クリックで選択し、「新しいユーザー」をクリックします。
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（13） 「新しいユーザー」ウィンドウが表示されますので、以下の内容を設定し、「作成」ボタンをクリックします。
[image: image20.png]FLna—H—

=42y fdloader
b A= L(F
EHEAD)

HAD-K(P) »
FAD-FOREZAAIC: @

24— ABID A AT - FOERALEM)
[C12-4 -0~ FEEETHR(NS)
A= RSB
A0 MBI B(E)

e

[CEao )





	№
	項目
	設定内容
	確認

	1
	ユーザー名(U):
	fdloader
	□

	2
	パスワード(P):
	「導入関連情報（H28システム導入-003-0513）」の送付物内「FDコントロールシステム装置用パスワード一覧.pdf」№1ウイルスチェック用PCのPASSを参照
	□

	3
	パスワードの入力確認
(C):
	「導入関連情報（H28システム導入-003-0513）」の送付物内「FDコントロールシステム装置用パスワード一覧.pdf」№1ウイルスチェック用PCのPASSを参照
	□

	4
	パスワードは無期限にする(W)
	チェックオン
	□


（14） 「lusrmgr – [ローカルユーザーとグループ（ローカル）]」ウィンドウで、左ペイン（左ツリー）の「ユーザー」を選択し、項番(12)で作成したユーザーが存在していることを確認します。
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	№
	確認内容
	確認

	1
	正常にユーザー「fdloader」が表示されること
	□


（15） 作成したユーザーが存在していることを確認しましたら、「lusrmgr – [ローカルユーザーとグループ（ローカル）]」ウィンドウを「×」ボタンをクリックし閉じます。
（16） 「ユーザー アカウント」ウィンドウで、「ユーザー」タブの「fdloader」を選択し、「プロパティ」をクリックします。「fdloader」が表示されていない場合、一度「×」ボタンをクリックしウィンドウを閉じ、再度「ユーザー アカウント」ウィンドウを表示させてください。
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（17） 「GCLXXXXX（業務クライアントのホスト名）\fdloaderのプロパティ」ウィンドウが表示されましたら、「グループ メンバーシップ」タブの「管理者」を選択し、「OK」ボタンをクリックします。
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（18） 「fdloader」のグループが「Administrators」になっていることを確認します。
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	№
	確認内容
	確認

	1
	ユーザー名「fdloader」のグループが「Administrators」となっていること
	□


（19） 開いているウィンドウをすべて閉じます。
（20） 「スタート」→「コントロールパネル」を選択します。
（21） 「コントロールパネル」ウィンドウが表示されましたら、「プログラム」をクリックします。表示方法が「大きいアイコン」、「小さいアイコン」になっていた場合、「カテゴリ」に変更してください。
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（22） 「プログラムと機能」をクリックします。
[image: image26.png]B » 3>NO-L /L > JOUSA » <[4 [ 2> ro- s onz

3 hO-L I R4

SRFLELFIUTA
Fy ND—HEA Ty
~

N=RITFESIE
BCEIN

24— 7NIvh

FRY MY TONAZTAZ
. EB. BLUHE
avEa-s-OmEEE

TOUSLEHE
TOISLOTIA VA= | @ Windows DREDEIILELIEEME
AVA N LENEBHRIOUS LERR
BUEID) (—53 >0 Windows RIARENETOISLOER | TOUSLOAYAN-LEE
BEQTIOIS L
O AFAPELET A XOBEREOLE | 537 LOBEEREOTOISLTA-T
BENTIOISLORE
FRONYT ATTY
g AITY NEFRAO N TCE | AYSA S TENONST Y NERE
7

@ Java

TV RDTUAYZR—IL | Windows [LKOA R h—ILENEFRS by T ATTY MOET





（23） 「Windowsの機能の有効化または無効化」をクリックします。
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（24） 「Windowsの機能」ウィンドウが表示されますので、以下の項目にチェックを入れ、「OK」ボタンをクリックします。
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	№
	項目
	確認

	1
	FTPサービス
	□

	2
	IIS管理コンソール
	□


※すでにチェックが入っていた場合、項番(26)へ進みます。
（25） 以下のウィンドウが表示されますので、処理完了まで3分程度待ちます。
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（26） 項番(24)のウィンドウが自動で閉じましたら、開いているウィンドウをすべて閉じます。
（27） 「スタート」→「コントロールパネル」を選択します。
（28） 「コントロールパネル」ウィンドウが表示されましたら、「システムとセキュリティ」をクリックします。表示方法が「大きいアイコン」、「小さいアイコン」になっていた場合、「カテゴリ」に変更してください。
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（29） 「管理ツール」を選択します。
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（30） 「管理ツール」フォルダの「インターネット インフォメーション サービス(IIS)マネージャー」をクリックします。
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（31） 「インターネット インフォメーション サービス（IIS）マネージャー」ウィンドウの中ペイン（ツリー）より「GCLXXXXX（業務クライアントのホスト名）」→「サイト」を右クリックし、「FTPサイトの追加」を選択します。
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（32） 「サイト情報」ウィンドウが表示されますので、以下の内容を設定し「次へ」ボタンをクリックします。
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	№
	項目
	設定内容
	確認

	1
	FTPサイト名
	KaigoFTP
	□

	2
	物理パス
	C:\inetpub\ftproot
	□


（33） 「バインドとSSLの設定」ウィンドウが表示されますので、以下の内容を設定し「次へ」ボタンをクリックします。
[image: image35.png]FTP 51 bom

o JAvke ssLoBE

SV

1P 7 RLZ(A):

[] R MR T B(E):

toso.c

FTP 5 MEEBRICHETS(S)
ssL
CuE

#1(0)

© PER)
SSUEBE(C):
AR

A=bE):
TATREIDET

ACE3E)

AN

Fr>on





	№
	項目
	設定内容
	確認

	1
	IPアドレス／ポート
	すべて未割り当て／21
	□

	2
	仮想ホスト名を有効にする
	チェックオフ
	□

	3
	FTPサイトを自動的に開始する
	チェックオン
	□

	4
	SSL
	「許可」にチェックオン
※その他はデフォルト
	□


（34） 「認証および承認の情報」ウィンドウが表示されますので、以下の内容を設定し「終了」ボタンをクリックします。
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	№
	項目
	設定内容
	確認

	1
	認証
	「基本」にチェックオン
	□

	2
	承認／アクセスの許可
	「すべてのユーザー」を選択し、「fdloader」を指定
	□

	3
	承認／アクセス許可
	「読み取り」「書き込み」にチェックオン
	□


（35） 「インターネット インフォメーション サービス（IIS）マネージャー」ウィンドウの中ペイン（ツリー）より「GCLXXXXX（業務クライアントのホスト名）」→「サイト」→「KaigoFTP」を選択し、右クリックより「エクスプローラー」を選択します。
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（37） エクスプローラが起動しますので、「C:\inetpub\ftproot」フォルダが表示されることを確認します。
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	№
	確認内容
	確認

	1
	正常に「C:\inetpub\ftproot」フォルダが表示されること
	□



（38） 「C:\inetpub\ftproot」フォルダ配下に、以下のフォルダを作成します。
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	№
	作成フォルダ名
	確認

	1
	FDData
	□


（39） エクスプローラ、「インターネット インフォメーション サービス（IIS）マネージャー」を閉じます。
2.14.5 介護事業者通報システムのデータ移行手順

2.14.5.1 概要
※ 本手順は現行システムで介護事業者通報システムを運用している現行の業務クライアントのデータを、一拠点集約化システムへ移行する手順です。

※ 移行元の介護事業者通報システムが導入されている現行の業務クライアントが複数台ある場合は、移行先の一拠点集約化システムの業務クライアントを明確化し、複数台への移行を実施してください。

2.14.5.2 対象マシン／作業予定時間
	項番
	対象マシン
	作業予定時間

	1
	現行システムの業務クライアント

（以下、現行業務クライアントと略す）
	5分

	2
	一拠点集約化システムの業務クライアント

（以下、次期業務クライアントと略す）
	15分


2.14.5.3 準備物
介護事業者通報システムのデータ移行手順における準備物は、以下のとおりです。
	項番
	名称
	確認

	1
	HDD_1（連合会移行用外付けハードディスク）
	□

	2
	クライアント構築用_201401版
	□


2.14.5.4 前提条件
	項番
	前提条件
	確認

	1
	次期業務クライアントのログオンユーザが「KG-UserAdmin」であること
	□


2.14.5.5 通報情報の移行

I. 現行業務クライアントよりのデータ抽出
※ 以下の作業は、介護事業者通報システムを運用している現行業務クライアントにて行います。
（1） 現行業務クライアント（｢介護事業者通報システム｣が動作していた業務クライアント）のDVD-ROMドライブに「クライアント構築用_201401版」DVD-ROM媒体をセットします。
（2） 現行業務クライアントにてエクスプローラを起動し、「E:\業務個別\12.介護事業者通報システムのデータ移行\介護事業者通報システム.exe」ファイルをコピーし、「C:\Temp」フォルダに貼り付けします。

（3） 「C:\Temp\介護事業者通報システム.exe」ファイルをダブルクリックし実行します。

	項番
	確認項目
	確認

	1
	以下のフォルダが存在していること

C:\Temp\介護事業者通報システム

C:\Temp\介護事業者通報システム\通報情報移行
	□


（4） 現行業務クライアントに作業用HDDを接続します。

	項番
	確認項目
	確認

	1
	現行業務クライアントにHDDを接続していること
	□


（5） 「スタート」右クリックにて「エクスプローラ」を選択し、エクスプローラを開きます。
（6） エクスプローラにて「マイコンピュータ」→「MANAGE_DRV」を選択します。
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（7） 「Password.exe」ファイルをダブルクリックします。

（8） パスワード入力画面が表示されます。作業用HDDの「パスワード」を入力し、「OK」をクリックします。
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（9） パスワード認証に成功すると「認証に成功しました。」が表示されます。「OK」をクリックします。
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（10） 「マイコンピュータ」を選択し、「USER_DRV」が存在することを確認します。

※ ドライブ文字は自動的に割当てられます。
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	項番
	確認項目
	確認

	1
	マイコンピュータに「USER_DRV」が存在すること
	□


※ パスワード認証後に<Windows>＋<L>キー等でコンピュータをロックすると、パスワード認証が解除されてしまいます。パスワード認証後はコンピュータをロックしないでください。
（11） ｢C:\Temp\介護事業者通報システム\通報情報移行｣フォルダをコピーし、作業用HDDに貼り付けます。

（12） HDD内の「\通報情報移行\tuho_環境ファイル退避.bat」ファイルをエクスプローラで実行します。

（13） 「続けるにはどれかキーを押してください」というメッセージが表示されたら、<Enter>キーを押下します。

（14） 現行業務クライアントより作業用HDDの接続を解除します。

II. 次期業務クライアントへのデータ格納

· 以下の作業は、介護事業者通報システムを運用する一拠点集約化システムの業務クライアント（ログオンのユーザはKG-UserAdmin）にて行います。

（1） 次期業務クライアントに作業用HDDを接続します。

	項番
	確認項目
	確認

	1
	次期業務クライアントに作業用HDDを接続していること
	□


（2） 次期業務クライアントより｢スタート｣→｢すべてのプログラム｣→｢Microsoft Office｣→「Microsoft Access 2010」を選択し、Accessを起動します。

（3） メニュー「ファイル」→「開く」をクリックし、HDD内の「\通報情報移行\JGYTHJOHO.mdb」ファイルを選択して、「排他モードで開く」を指定してデータベースファイルを開いてください。


[image: image44]
（4） パスワードを求められた場合は「パスワード一覧」のAccessのパスワードを入力します。
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（5） データベースファイルの変換のため、まずパスワード解除を行います。メニュー「ファイル」→「情報」を選択し、「データベース パスワードの解除」をクリックしてください。

（6） パスワードを求められた場合は「パスワード一覧」のAccessのパスワードを入力します。

（7） 解除が終わったら、メニュー「ファイル」→「保存して発行」を選択し、下記のように種類「Accessデータベース(*.accdb)」を選択して、HDD内の「\通報情報移行\JGYTHJOHO.accdb」で保存を実行してください。
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（8） 確認メッセージが表示された場合、「OK」をクリックします。

（9） 一度ファイルを閉じます。

（10） 変換済ファイルのHDD内の「\通報情報移行\JGYTHJOHO.accdb」ファイルを、「排他モードで開く」を指定して開いてください。

（11） メニュー「ファイル」→「情報」を選択し、「パスワードを使用して暗号化」をクリックしてください。（パスワードを求められた場合は「パスワード一覧」のAccessのパスワードを入力してください）

（12） ※「ブロック暗号を使用した暗号化は行レベルロックと互換性がありません。行レベルロックは無視されます」が表示される場合がありますが、無視して問題ありません。

（13） データベースファイルを閉じてください。

（14） 同様にHDD内の「\通報情報移行\JGYSVCDCHO.mdb」ファイルに対しても、（2）～（12）の手順を実施してください。

	項番
	確認項目
	確認

	1
	「JGYTHJOHO.accdb」を開き、パスワードが掛かっていること
	□

	2
	「JGYSVCDCHO.accdb」を開き、パスワードが掛かっていること
	□


（15） 変換済のデータベースファイルをシステムが参照する場所に格納するため、HDD内の「\通報情報移行\tuho_本番環境コピー.bat」をエクスプローラより実行してください。

	項番
	確認項目
	確認

	1
	「C:\C_Tuho\APP\JGYTHJOHO.accdb」が格納されていること
	□

	2
	「C:\C_Tuho\APP\JGYSVCDCHO.accdb」が格納されていること
	□

	3
	「C:\C_tuho\APP\conf\Setting.xml」が格納されていること
	□


（16） 「続けるにはどれかキーを押してください」というメッセージが表示されたら、<Enter>キーを押下します。

（17） エクスプローラにてHDD内の「\通報情報移行」フォルダを削除します。

III. 介護事象者通報システムのショートカット作成
· 以下の作業は、介護事業者通報システムを運用する一拠点集約化システムの業務クライアント（ログオンのユーザはKG-UserAdmin）にて行います。

（1） 作業対象クライアントにてエクスプローラを起動し、下記のバッチファイルを選択し、右クリックメニューより「管理者として実行」で実行します。
	項番
	作業対象クライアント
	バッチファイル
	確認

	1
	次期業務クライアント
	C:\Kaigo\SetAP\C_tuho\

介護事業者通報システム.bat
	□


（2） 「ユーザー　アカウント制御」画面が表示された場合は、「はい」をクリックします。
（3） 処理終了後に「1個のファイルをコピーしました。」のメッセージが３行表示されましたら、<Enter>キーを押下します。（既に設定されている場合は「0個のファイルをコピーしました。」のメッセージが３行表示されます。）

≪確認項目≫

	項番
	作業対象クライアント
	確認項目
	確認

	1
	次期業務クライアント
	「1個のファイルをコピーしました。」のメッセージが３行表示されること
または、

「0個のファイルをコピーしました。」のメッセージが３行表示されること

	□


（4） エクスプローラを閉じます。


















表示方法が「大きいアイコン」、「小さいアイコン」になっていた場合、「カテゴリに変更」
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表示方法が「大きいアイコン」、「小さいアイコン」になっていた場合、「カテゴリに変更」
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表示方法が「大きいアイコン」、「小さいアイコン」になっていた場合、「カテゴリに変更」
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